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（別紙１） 

 

令和２年度～令和６年度 社会福祉法人近江八幡市社会福祉協議会社会福祉充実計画 

 

 

１．基本的事項 
 

法人名 
社会福祉法人 

近江八幡市社会福祉協議会 
法人番号 ４１６０００５００７３８４ 

法人代表者氏名 会長 嶌 本 深 照 

法人の主たる所在地 滋賀県近江八幡市土田町１３１３番地 

連絡先 ＴＥＬ ０７４８－３２－１７８１ ／ ＦＡＸ ０７４８－３６－６９１０ 

地域住民その他の関係

者への意見聴取年月日 
   ― 

公認会計士、税理士等

の意見聴取年月日 
令和２年６月 ９日 

評議員会の承認年月日 令和２年６月２６日 

会計年度別の社会福祉

充実残額の推移 

（単位：千円） 

残額総額 

（令和元年

度末現在） 

１か年度目 

（令和２年

度末現在） 

２か年度目 

（令和３年

度末現在） 

３か年度目 

（令和４年

度末現在） 

４か年度目 

（令和５年

度末現在） 

５か年度目 

（令和６年

度末現在） 

合計 

社会福祉

充実事業

未充当額 

２，７８０ ２，６８０ ２，３４０ １，５６０ ７８０ ０ 
 

 
０ 

 うち社会福祉充実

事業費（単位：千円） 
 １００ ３４０ ７８０ ７８０ ７８０ ２，７８０  

本計画の対象期間 令和２年７月１日～令和７年３月３１日 

 

２．事業計画 
 

実施時期 事業名 事業種別 
既存・新

規の別 
事業概要 

施設

整備

の有

無 

事業費 

１か年 

度目 

職員育成事業 
社会福祉

事業 
新規 

本会の相談支援体制の強化および、

質の高い福祉サービス提供にかかる

研修にかかる費用を負担する。 

無 100 千円 

      

小計 100 千円 

２か年 職員育成事業 社会福祉 新規 本会の相談支援体制の強化および、 無 100 千円 
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度目 事業 質の高い福祉サービス提供にかかる

研修にかかる費用を負担する。 

ふれあい相談

事業 

社会福祉

事業 
新規 

各学区ごとに地域住民による困りご

との相談を受け止める場を設置する

ことで、地域力強化をめざす。 

 無 240 千円 

小計 340 千円 

３か年 

度目 

職員育成事業 
社会福祉

事業 
新規 

本会の相談支援体制の強化および、

質の高い福祉サービス提供にかかる

研修にかかる費用を負担する。 

無 300 千円 

ふれあい相談

事業 

社会福祉

事業 
新規 

各学区ごとに地域住民による困りご

との相談を受け止める場を設置する

ことで、地域力強化をめざす。 

 無 480 千円 

小計 780 千円 

４か年 

度目 

職員育成事業 
社会福祉

事業 
新規 

本会の相談支援体制の強化および、

質の高い福祉サービス提供にかかる

研修にかかる費用を負担する。 

無 300 千円 

ふれあい相談

事業 

社会福祉

事業 
新規 

各学区ごとに地域住民による困りご

との相談を受け止める場を設置する

ことで、地域力強化をめざす。 

 無 480 千円 

小計 780 千円 

５か年 

度目 

職員育成事業 
社会福祉

事業 
新規 

本会の相談支援体制の強化および、

質の高い福祉サービス提供にかかる

研修にかかる費用を負担する。 

無 300 千円 

ふれあい相談

事業 

社会福祉

事業 
新規 

相談機能の強化各学区ごとに地域住

民による困りごとの相談を受け止め

る場を設置することで、地域力強化

をめざす。 

 無 480 千円 

小計 780 千円 

合計 2,780 千円 

※ 欄が不足する場合は適宜追加すること。 

 

３．社会福祉充実残額の使途に関する検討結果 
 

検討順 検討結果 

① 社会福祉事業及び公益事

業（小規模事業） 

職員の能力向上、モチベーションアップのため、資格取得他、職員研修の受講を推

進する。また、以前からの課題である相談体制の強化を図る。 

② 地域公益事業 ①の事業に取り組むため、実施しない。 

③ ①及び②以外の公益事業 ①の事業に取り組むため、実施しない。 
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４．資金計画 
 

事業名 事業費内訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目 ４か年度目 ５か年度目 合計 

職員育成事

業 

計画の実施期間に

おける事業費合計 
100 千円 100 千円 300 千円 300 千円 300 千円 1,100 千円 

財
源
構
成 

社会福祉充実

残額 
100 千円 100 千円 300 千円 300 千円 300 千円 1,100 千円 

補助金       

借入金       

事業収益       

その他       

※  本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「資金計画」を作成すること。 

 
事業名 事業費内訳 １か年度目 ２か年度目 ３か年度目 ４か年度目 ５か年度目 合計 

学区域ふれ

あい相談事

業 

計画の実施期間に

おける事業費合計 
 240 千円 480 千円 480 千円 480 千円 1,680 千円 

財
源
構
成 

社会福祉充実

残額 
 240 千円 480 千円 480 千円 480 千円 1,680 千円 

補助金       

借入金       

事業収益       

その他       

※  本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「資金計画」を作成すること。 

 

５．事業の詳細 
 

事業名 職員育成事業 

主な対象者 本会に５年以上在籍する職員 

想定される対象者数 ４０名（令和２年４月１日現在） 

事業の実施地域  ― 

事業の実施時期 令和２年４月１日～令和７年３月３１日 

事業内容 
本会の相談支援体制の強化および、質の高い福祉サービス提供のための研修にかか

る費用を負担する。 
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事業の実施スケジュール 

1 か年度目 ２名の職員を対象にスキルアップのための研修会の費用を負担する。 

2 か年度目 ２名の職員を対象にスキルアップのための研修会の費用を負担する。 

3 か年度目 
６名の職員を対象にスキルアップのための研修会の費用を負担する。 

4 か年度目 
６名の職員を対象にスキルアップのための研修会の費用を負担する。 

5 か年度目 
６名の職員を対象にスキルアップのための研修会の費用を負担する。 

事業費積算 

（概算） 

１か年度（令和２年度）～２か年度（令和３年度） 

 ＠50,000 円×2 名=100,000 円 

３か年度（令和４年度）～５か年度（令和６年度） 

 ＠50,000 円×6 名=300,000 円 

 

合計 1,100 千円（うち社会福祉充実残額充当額 1,100 千円） 

地域協議会等の意見と 

その反映状況 

 

― 

 

※  本計画において複数の事業を行う場合は、２．事業計画に記載する事業の種類ごとに「事業の詳細」を作成するこ

と。 

 

事業名 学区域ふれあい相談事業 

主な対象者 地域住民全般 

想定される対象者数 82,000 名（令和２年４月１日現在） 

事業の実施地域 ― 

事業の実施時期 令和３年４月１日～令和７年３月３１日 

事業内容 
各学区ごとに地域住民による困りごとの相談を受け止める場を設置することで、地

域力強化をめざす。 

事業の実施スケジュール 1 か年度目 ― 
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2 か年度目 
５学区に月２回のふれあい相談所を設置し、困りごとの受け止めおよ

び必要な支援へのつなぎを、学区と連携して行う。 

3 か年度目 
１０学区に月２回のふれあい相談所を設置し、困りごとの受け止めお

よび必要な支援へのつなぎを、学区と連携して行う。 

4 か年度目 
１０学区に月２回のふれあい相談所を設置し、困りごとの受け止めお

よび必要な支援へのつなぎを、学区と連携して行う。 

5 か年度目 
１０学区に月２回のふれあい相談所を設置し、困りごとの受け止めお

よび必要な支援へのつなぎを、学区と連携して行う。 

事業費積算 

（概算） 

２か年度（令和３年度） 

＠2,000 円×１名×２回×１２か月×５か所=240,000 円 

３か年度（令和４年度）～５か年度（令和６年度） 

 ＠2,000 円×1 名×２回×１２か月×１０か所=480,000 円 

 

合計 1,680 千円（うち社会福祉充実残額充当額 1,680 千円） 

地域協議会等の意見と 

その反映状況 

 

― 

 

 

 

 

６．社会福祉充実残額の全額を活用しない又は計画の実施期間が５か年度を超える理由 
 

 

 

 

 

 

 


